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Ⅳ．避難施設等 

ア）廊下（共用廊下） 

■物品の放置の状況 

避難経路である廊下に物品が放置されていると、避難の

支障となるおそれがある。 

また、避難経路から出火すると、居室からの避難が不可

能になる場合があるので、可燃性の物品が放置されている

等、出火のおそれがないかを確認する。 

 

【点検のポイント】 

□避難の支障となる物品が放置されていないか。 

 

■手すりの劣化及び損傷の状況 

鉄筋コンクリート造の手すりは、壁体と同様にひび割れ

部分から空気、水分が浸入すると、鉄筋の腐食（さび）を

発生させることが予想され、それを放置するとコンクリー

ト躯体の劣化を促進させる恐れがあるため、ひび割れや欠

損等がないか確認する。 

鋼製又はアルミ製の手すりは腐食（さび）により脱落の

恐れがある。また、腐食（さび）により支柱固定部分から

鉄筋コンクリートにひび割れを生じさせ、鉄筋コンクリー

トへの浸水により錆汁、エフロレッセンス（白華）、鉄筋の

腐食（さび）の恐れがある。金属部分の著しい腐食（さび）

が起きていないか、支柱固定部分から鉄筋コンクリートの

ひび割れまたは錆汁、エフロレッセンス（白華）、鉄筋の露

出等の浸水による劣化が生じていないか確認する。 

 

【点検のポイント】 

＜鉄筋コンクリート製＞ 

□ひび割れ（目安：幅 0.5mm 以上）がないか。 

□著しい欠損（目安：深さ 20mm 以上）がないか。 

□鉄筋の露出、錆汁を伴うひび割れや欠損がないか。 

□エフロレッセンス（白華）がないか。 

＜鋼製、アルミ製＞ 

□著しい腐食（さび）がないか、ぐらつきがないか 

□支柱固定部分の鉄筋コンクリートのひび割れがないか 

□支柱固定部分の鉄筋コンクリートの錆汁、エフロレッ

センス（白華）または鉄筋の露出等がないか 

●支柱固定部分の腐食（さび）から発生した

鉄筋コンクリートの欠損 

●鋼製手すりの腐食（さび） 

●鉄筋コンクリート手すり壁のひび割れ 

●手すり支柱固定部分の剥落 
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■床の劣化及び損傷の状況 

床スラブのひび割れや仕上げ材のはがれは、鉄筋コンク

リートへの雨水の浸入、さらには鉄筋の腐食（さび）を誘

発する。特に片持ちスラブの場合は対処が必要である。 

したがって著しいひび割れ、仕上げ材のはがれがないか

確認する。 

 

【点検のポイント】 

□床スラブに著しいひび割れがないか。 

□床仕上げ材のはがれがないか。 

 

 

 

 

 

 

 

■壁・柱・梁の劣化及び損傷の状況 

ひび割れ部分から空気、水分が浸入すると、鉄筋の腐食

（さび）を発生・促進させることが予想され、それを放置

するとコンクリート躯体の劣化を促進させる恐れがある。 

更に欠損がある場合は、既にコンクリート躯体に何らか

の劣化が生じている可能性が高い。 

なお、個々のひび割れや欠損が下記に示す数値未満であ

っても広範囲に及ぶ場合は、同等の劣化状態にある。 

また、錆汁やエフロレッセンス（白華）がある部分は、

水分が浸入していることが推測され、鉄筋の腐食（さび）

を促進させることが懸念される。 

 

【点検のポイント】 

□ひび割れ（目安：幅 0.5mm 以上）がないか。 

□著しい欠損（目安：深さ 20mm 以上）がないか。 

□鉄筋の露出、錆汁を伴うひび割れや欠損がないか。 

□エフロレッセンス（白華）がないか。 

 

●床仕上げ材のはがれ 

 

●錆汁の流出 

 

●床スラブのひび割れとエフロレッセンス 
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●軒裏のひび割れ 

 

■天井・軒裏の劣化及び損傷の状況 

天井、軒裏の仕上げ材から躯体まで連続したひび割れ等

が生じている場合、雨水の浸入等により構造躯体の劣化が

進んでいる恐れがある。 

また、雨漏りの跡が確認される場合、周辺部の構造躯体

の劣化が進んでいる恐れがある。 

 

【点検のポイント】 

□天井・軒裏のひび割れ、水切り目地より先端部分の欠

損、錆汁、エフロレッセンス（白華）または鉄筋の露

出がないか。 

□天井に雨漏りの跡がないか。 

 

 

 

 

 

 

イ）出入口 

■物品の放置の状況 

居室からの出口と、建物全体からの出口があるが、これ

らの出口が、物品の放置により塞がれたり、扉が開かなく

なっていないかを確認する。 

 

【点検のポイント】 

□物品が放置されていることにより扉等の開閉に支障が

ないか。 

 

 

●天井の水染み（雨漏り跡） 
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ウ）バルコニー 

■手すり等の劣化及び損傷の状況 

鉄筋コンクリート造の手すりは、壁体と同様にひび割れ

部分から空気、水分が浸入すると、鉄筋の腐食（さび）を

発生させることが予想され、それを放置するとコンクリー

ト躯体の劣化を促進させる恐れがあるため、ひび割れや欠

損等がないか確認する。 

鋼製又はアルミ製の手すりは腐食（さび）により脱落の

恐れがある。また、腐食（さび）により支柱固定部分から

鉄筋コンクリートにひび割れを生じさせ、鉄筋コンクリー

トへの浸水により錆汁、エフロレッセンス（白華）、鉄筋の

腐食（さび）の恐れがある。金属部分の著しい腐食（さび）

が起きていないか、支柱固定部分から鉄筋コンクリートの

ひび割れまたは錆汁、エフロレッセンス（白華）、鉄筋の露

出等の浸水による劣化が生じていないか確認する。 

 

【点検のポイント】 

＜鉄筋コンクリート製＞ 

□ひび割れ（目安：幅 0.5mm 以上）がないか。 

□著しい欠損（目安：深さ 20mm 以上）がないか。 

□鉄筋の露出、錆汁を伴うひび割れや欠損がないか。 

□エフロレッセンス（白華）がないか。 

＜鋼製、アルミ製＞ 

□著しい腐食（さび）がないか、ぐらつきがないか 

□支柱固定部分の鉄筋コンクリートのひび割れがないか 

□支柱固定部分の鉄筋コンクリートの錆汁、エフロレッ

センス（白華）または鉄筋の露出等の浸水が発生して

いないか 

 

 

●バルコニー手すりの腐食（さび） 

（通常は外部から目視できる範囲とし、専用部に立

入っての点検は入居者の入退去時とする。） 
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■物品の放置の状況 

バルコニーには隣接住戸への脱出口や下階への避難ハッ

チ等の避難器具が設置されている。 

また、バルコニーに可燃物が多量に置かれていると、火

災が発生した場合、上階に延焼拡大するおそれもある。 

 

【点検のポイント】 

□避難の支障となる物品が放置されていないか。 

 

 

■隔て板、物干し金物等の劣化及び損傷の状況 

バルコニーに設置してある物干し金物や、住戸間の隔て

板は、固定部分の金物がさびて劣化すると落下、倒れの危

険があるため、注意が必要である。 

 

【点検のポイント】 

□固定部分の破損、腐食（さび）がないこと。 

 

●隔て板の固定部分のさび 


